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に関する分科会を主催して，「大学の直面する課題―国内制度」について研究発表を行
なった。またメンバーの一部は，その後，国際学術調査「障害者の高等教育推進のため
の学術調査」（文部科学省「科学研究費補助金（基盤研究Ｂ）」）にも参加して，アメリ
カ・デンマーク・アイルランド・イギリスなどを訪れ，各国の障害者教育の調査研究も
行なっている。
さて，件の女子学生は，その後 3年かけて本学社会学部に入学し，大学院まで進んで，
現在はコンピュータ関係の仕事に従事している。障害者に関しては，彼女が流大の門戸
を開放したと言えるのかもしれない。この25年ほどの間に，流大では，車椅子使用の学
生はもちろんのこと，脳性まひの学生，筋ジストロフィーの学生，全盲の学生，重度の
聴覚障害の学生と，「十分な受け入れ態勢が整っている」とはまだ言えない大学では珍
しいほどに，重度の障害者を受け入れ，不十分ながらも受け入れ態勢の確立に努めてき
た。これはひとえに，関係教員，事務職員，サポートに尽力した学生たち，そして障害
学生本人のたゆまぬ努力の結果であるだろう。
余談になるが，数年前に日本学生支援機構から依頼があった。日本学生支援機構とい
うのは，それまでの日本育英会，日本国際教育協会，内外学生センターなどが合体して
作られた，文部科学省所管の独立行政法人である。その業務は，日本人学生への奨学金
貸与，留学生に対する奨学金の給付，各大学の学生支援活動の援助などである。機構は，
大学の設置基準改正により義務付けられた各大学の「教育内容等の改善（FD）」，中央
教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」で謳われている「教育の質の保障」を
実現するための一環として，「高等教育における障害学生支援」に本格的に取り組み始
めている（日本学生支援機構・障害学生支援についての教職員研修プログラム開発事業
検討委員会「障害学生修学支援事例集」を参照）。
依頼というのは，これから全国の大学で展開される「障害学生支援についての教職員
研修プログラム」のモデル研修校になってもらいたいというものであった。機構が実施
したアンケート調査への回答，その後のヒアリング調査を経て，機構が下した判断であ
る。大学の実情を知る者としては多少面映ゆい面もあったが，これまでの本学の障害学
生受け入れの実態が，それなりに評価されての依頼であり，小池田学長とも相談のうえ，
依頼に応じることになった。研究会発足時のことを思うと，隔世の感がある。
一人の女子学生の入学から国際学術調査への参加，研修モデル校の認定まで，障害者
教育問題研究会は，時代の要請を受けて，またメンバー一人ひとりの努力が少しずつ実
を結んで，それなりの軌跡を描いてきたのかなと思う。最初の報告書の巻頭に，当時の
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佐伯弘治学長（現学園長）が寄せてくれた言葉がある。「この研究が，わが国の障害者
高等教育政策の展開に強いインパクトを与えるものであって欲しいとねがっている。」
27年の歳月を経て，その期待に少しでも応えることができたような気がしている。
（本稿は，流通経済大学『ファカルティ・プロファイル』に掲載した文章を適宜，加
筆・訂正したものである。）
